
飛鳥・奈良時代とは、各地で古

墳を築いていた有力氏族が、分有

していた土地・人々を天皇のもと

に結集し、中央集権国家の樹立を

めざした時代です。

飛鳥時代には、大化の改新や壬

申の乱などがあり、氏族間に反発

と動揺がありましたが、これを収

めることによって律令体制を確立

していきました。

その過程で仏教が大きな役割を

果たしました。初め氏族は古墳に

変わる権力の象徴として、盛んに

寺院の造営を行ないます。しかし、

奈良時代には国分寺の造営の詔
みことのり

が

各国にだされ、仏教は「鎮
ちん

護
ご

国
こっ

家
か

」の思想を実現するものとなり

ました。その結果、各氏族の造営

した寺院も、律令体制に組み込ま

れていきました。

この時代の土地は、国
こく

郡
ぐん

里
り

制
せい

に

より分割され、中央の役人である

国司・郡司によって地方を支配し

ていました。山背国には、葛
かど

野
の

郡・

愛
おた

宕
ぎ

郡・乙
おと

訓
くに

郡・紀伊郡・宇治郡・

久
く

世
ぜ

郡・綴
つづ

喜
き

郡・相
そう

楽
らく

郡の８つの

郡があり、その下に郷と里が配置

されました。

ここでは京都市域の発掘調査で

確認された寺院を中心に、瓦窯な

どの生産遺跡にもふれながら、郡

別にみていきましょう。

葛野郡　渡来系氏族の秦氏が強

大な勢力を誇っていました。『日

本書紀』によると、推古 11 年（603）

聖徳太子から仏像をさずかった秦
はたの

河
かわ

勝
かつ

が蜂岡寺を建立しました。こ

の寺は「葛野の秦寺」とよばれ、

現在の太秦広隆寺につながりま

す。ここに祀られている国宝第一

号の「弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

」がこ

の時の仏像とされています。

『広隆寺縁起』によると、もと

は九条河原里と荒
あら

蒔
まき

社
もり

里
り

にまたが

る場所にあった寺が、寺域拡大の

ために五条荒蒔里に移転したこと

が記されており、この旧寺地に飛

鳥時代の瓦が出土した北野廃寺を

あてる説があります。

北野廃寺では、講堂跡や築地な

どを確認し、寺域南西部には瓦を

焼いた窯がみつかっています。さ

らに、瓦は岩倉幡枝町にある元稲

荷瓦窯でも生産されました。なお、

境内からは、弥生時代から古墳時

代の遺構や飛鳥時代の竪穴住居な

ども確認され、寺の建立以前のよ

うすも明らかになりました。

渡来系氏族である高
こ ま

麗氏との関

係が深い樫
かたぎはら

原廃寺では、地下式心

礎をもつ八角形の瓦積基壇の塔や

門・回廊・築地を確認しています。

瓦窯は寺域南方にある樫原廃寺瓦

（財）京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館
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窯と西側で確認されたものと２箇

所あります。

愛宕郡　外来の秦氏や高麗氏の

勢力が及んでいきましたが、出雲

氏・鴨氏・日
ひ

置
おき

氏など在地の氏族

たちも各郷内で勢力を広げていま

した。

はじめに北白川廃寺についてみ

てみましょう。この寺は粟田郷に

所在し、粟田氏の氏寺に想定する

説があります。段丘で東西に段差

がある地形の関係から寺域が東西

に分かれています。東方の伽
が

藍
らん

で

は南北辺の中央に石組みの階段を

もつ瓦積基壇建物、西方伽藍では、

最初は瓦積であったものを後に石

積の基壇に改修した正方形の塔基

壇（写真２）・溝・築地などを確

認しています。瓦は北白川廃寺瓦

窯の他、岩倉盆地に点在する瓦窯

から供給されていたことがわかっ

ています。

周辺には寺との関係が考えられ

る小倉町別当町遺跡があり、住居

跡が発見されています。

出雲郷には、出雲氏の氏寺と推

定される出雲寺跡があります。発

掘調査は進んでいませんが、境内

の立会調査で出土した瓦から、西

賀茂の蟹
かに

ヶ
が

坂
さか

瓦窯で生産されたこ

とがわかりました（写真１）。

八坂郷には渡来系氏族八
やさかのみやつこ

坂造に

よって法観寺が建立されました。

室町時代に再建された塔が残って

おり、「八坂の塔」として親しま

れています。

折田郷土
は ぐ り

車里には頂法寺が建立

されました。聖徳太子によって杉

の巨木で創建された六角堂は、平

安京造営時に条坊の邪魔になった

ので一夜のうちに自ら五丈も移動

したという説話を伝えています。

宇治郡　山科盆地では、須恵器

の窯跡が数基確認されており、日

ノ岡堤谷須恵器窯跡を昨年発掘調

査しました。周辺には陶田里とい

う条里名が残っており、須恵器の

生産者集団の生活の場であったこ

とや、中臣鎌足の邸が陶原の家
やかた

と

称されていたことから、中臣氏と

の関係が深かったことがうかがえ

ます。

中臣氏の山
やましな

階寺、または大
おおやけ

宅氏

の大宅寺に想定されている大宅廃

寺では、石積基壇・掘立柱建物な

どを確認しています。

このように有力氏族によって在

地の開発が積極的に進めらていま

した。しかし、奈良時代末期に桓

武天皇は強大化した仏教勢力を嫌

い平城京を廃都にしました。そし

て理想とする新しい律令国家の樹

立をめざして、都を平城京から長

岡に移しました。そして、「山背」

の国名を「山城」に改めるなど、

平安京誕生の準備が着々と進めら

れていきました。　（桜井 みどり）

写真１　蟹ヶ坂瓦窯（東から） 写真２　北白川廃寺西方伽藍の塔跡（北から）

遺跡位置図

１元稲荷窯跡　２深泥池瓦窯跡（ケシ山窯

跡）　３蟹ヶ坂瓦窯　４北白川廃寺・瓦窯

跡　５小倉町別当町遺跡　６出雲寺跡　

７北野遺跡　８北野廃寺・瓦窯跡　９広隆

寺　10 頂法寺　11 法観寺　12 日ノ岡堤谷

須恵器窯跡　13 中臣遺跡　14 大宅廃寺・

瓦窯跡　15 法琳寺跡・瓦窯跡　16 おうせ

んどう廃寺　17 樫原廃寺・瓦窯跡　18 南

春日町廃寺　19 乙訓寺
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